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１．緒言
　新人教育の多くは on-the-job training（以下 OJT）
で行われる，新人１人に対して先輩看護師が日替わ
りで指導していた従来のものから，決められた先輩
がある一定期間マンツーマンで指導することにより
指導に継続性や一貫性を保ち，新人最大の離職要因
であるリアリティショックを防止するための有用な
手段として，プリセプターシップが米国で1960年代
より盛んに導入され，1980年代半ばに日本に紹介さ
れた1）．それ以来，それぞれの病院において，多様
に展開されている．
　一方，2003年に質の高い，効率的な医療を目的と
した診療報酬改定に伴い，7対1看護体制確立にむ
け，多数の新人補充を行うこととなった．多くの病
院では，経験の浅い看護師がプリセプターを担って
おり2），プリセプターの役割を担う看護師の多くは，
準備状態を整えることなくその役割を担い，新人の
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　本研究の目的は，文献検討により OJT における新人教育で師長が果たす役割を明らかにすること
である．「新人」と「教育」と「看護管理者」あるいは「師長」をキーワードとして，2002年1月～
2014年9月までの文献を検索した．OJT における新人教育の師長の役割について記載の可能性がある
文献を選択し，最終的に38件の文献を分析対象として文献検討を行った．その結果，「担当部署の教
育方針の決定と周知」，「リアリティショック防止」，「個人の能力に応じた段階的・継続的な教育」，「担
当部署の教育体制の整備」，「専門職業人としての自律促進」，「システムへのフィードバック」の6つ
の役割を遂行，および期待されていることが明らかとなった．師長は担当部署の目標を設定し周知し，
新人のリアリティショックを防止するために，組織社会化を促し，新人を尊重する姿勢で接しており，
メンタルヘルスを把握しサポートしていた．新人の実践能力を把握しながら個別に応じた指導，能力
に応じた業務分担し，自信をもって前進できるよう支援していた．また，チーム体制や教育体制を整
備しながら，効果的な教育を考えていた．そして，看護の概念化を促し，モデルを示すことによって
専門職業人として自律を促し，新人教育における問題をフィードバックしていた．師長は，新人看護
師が職場に問題なく適応し，看護実践能力を獲得できるようにさまざまな戦略が求められていた．

指導に際して役割の曖昧さや役割葛藤を経験し，こ
れを契機として離職に至るプリセプターも存在する
と指摘されている3-5）．プリセプターの過度な負担な
どデメリットの指摘6-8）により，プリセプターシッ
プの廃止に踏み切る施設も散在している．
　このような状況の中，質の高い看護実践を目指す
ためには，OJT における新人教育の運用や管理に
より新人を指導する看護師の負担を軽減し，なおか
つ新人の実践能力獲得に効果を上げる教育体制に関
する検討が不可欠である．そしてその責任を担うの
は看護師長である．しかし，これら OJT における
新人教育に関する師長の役割評価は明らかにされて
いない．そこで，先行研究から，その役割内容を明
らかにする必要がある．

２．目的
　OJT における効果的な新人教育の師長が果たす

総　説



161 大森美由紀・寺岡幸子・伊東美佐江

役割について，文献により明らかにする．

３．方法
３. １　用語の定義
　新人教育とは，看護基礎教育を修了後，医療機関
に入職後1年間行われる教育とする．
　師長とは，看護師長，看護副師長，看護主任，看
護副主任，看護課長等の役職に関わらず，看護単位
の責任を担っている者とする．
３. ２　対象と調査方法
　医学中央雑誌 Web 版．Ver5，CiNii を用いて
2002年1月～2014年9月までの文献検索を行った．
キーワードは「新人」と「教育」と「看護管理
者」あるいは「師長」として検索した．キーワー
ド検出論文の中から会議録を除き，268件が該当
し た．PubMed，CINAHL で は，“novice/newly-
graduated nurse,” “education,” and “head nurse/
manager.”をキーワードとして検索したところ5件
が該当したが，本研究目的に沿った内容の論文はみ
あたらなかった．これらの研究題目より，OJT に
おける新人教育の師長の役割について記載の可能性
があるもの140件の文献の要旨を精読し，本研究の
目的に沿うものとして34件が該当した．さらに関連
文献の引用文献リストから，新たに4件を選択した．
最終的に38件の文献を分析対象とした（表1）．
３. ３　分析方法
　師長の役割を明らかにするという視点から文献を
精読し，OJT における新人教育で師長が行ってい
る，および必要とされる行動を全て抽出し，類似し
た内容をコード化し分析した．分析の妥当性は，看
護管理の経験のある共同研究者を含め，分析結果を
検証し，信頼性を担保した．

４．結果
４. １　文献の掲載誌の分類
　対象文献38件の掲載誌の分類は，看護系雑誌19件，
看護系大学紀要9件，医学雑誌7件，看護学会誌3件
であった．
４. ２　師長の役割
　研究対象の38文献より抽出された OJT における
新人教育で師長が行っている，および必要とされる
行動のコード化は，37個に分類され，6つのカテゴ
リー「担当部署の教育方針の決定と周知」，「リアリ
ティショック防止」，「個人の能力に応じた段階的・
継続的な教育」，「担当部署の教育体制の整備」，「専
門職業人としての自律促進」，「システムへのフィー
ドバック」に分類された（表2）．
４. ２. １　担当部署の教育方針の決定と周知

　組織の方針を示し，目指す看護，そのためにどん
な看護師が求められているのか，といった基本的な
事柄こそ，新人には師長が自分の言葉で話す必要が
ある9）．新人に組織・看護部のビジョン・方針を示
すことで，組織の一員であることを理解させ，新人
も新人でない看護師も，看護部と共通目的を持った
仲間であることを理解させること10）を強調していた．
　教育計画の周知11）や目標を達成するためには，
師長の看護観・教育観を現場の研修担当者に常に
語っていくこと12），全病棟スタッフへ運営方針を
説明すること6,13），新人をどう育てたいのか，と
いった病院および看護部の方針を職場に浸透してい
た14）．そして，新人の組織社会化促進に向けた行動
として，新人一人ひとりがかけがえのない人とし
て大切にするよう看護師全員に伝えること15），個人
の能力や理解に合わせた教育や，新人の成長を待つ
ことの重要性を理解するための勉強会を実施してい
た16）．
　さらに，師長とスタッフ双方の目指すべき一人前
像の共通認識を持つ取り組みも必要である17）．部署
全体の職場環境に責任をもつことが期待され18），新
人ができるだけ話しやすい場の工夫をすること19,20）

や，入職時には病棟全体で暖かく迎え入れてい
た11,14,21）．自分たちの仲間を育てるという気持ちを
持っている組織風土を醸成することの必要性を指摘
していた9）．新人を全体で育てようという職場風土
を整備すること10,22）や，新人だけでなく，スタッフ，
チーム全員で成長すること23）も行われていた．また，
自由に語れる職場環境をつくるためには，師長や先
輩が率先して自らの失敗談を語ること24）や，師長が，
集団の中で自分の意見や気持ちをきちんと表現する
勇気を示すこと25）の重要性が指摘されていた．
４. ２. ２　リアリティショック防止
　新人の組織社会化促進をスタッフ全員で行うこと
に加え，師長自身が直接新人へ行うことのうち，リ
アリティショックを予防することとして，新人を承
認し26），個人を認めているメッセージを送ることが
師長には求められていた27）．新人の個人情報を守る
ことや勤務の希望を聞き，スケジュールを平等にす
る15,28）等，新人を含め，スタッフに平等に接するこ
との必要性が報告されていた．
　新人のメンタルヘルスの把握として，スタッフ
から新人のメンタルヘルスを含めた情報を収集
し19,20,28-30），師長自身必ず新人に確認することや面接
によりありのままの新人を把握し19,20），新人が上司
に相談しにくいことを理解しながら定期的に面接を
行い相談にのることが求められる27）．面接時には，
新人の苦悩を十分に傾聴すること11），話を聞き心の
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概
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ら
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を
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り

指
導

で
き

る
よ

う
に

す
る
．・

職
場

の
規

律
を

整
え

て
お

く
．

身
だ

し
な

み
や
言
葉
遣
い
に
注
意
し
，
日
頃
か
ら
気
を
付
け
る
．
親
し
み
や
す
い
温
か
な
雰
囲
気
で
迎
え
入
れ
た
い
．
先

輩
か
ら
歓
迎
す
る
自
己
紹
介
を
す
る
．
等

8
20
08

高
谷
嘉
枝

兵
庫

県
立

大
学

看
護

学
部
紀
要

看
護

師
長

が
と

ら
え

た
新

人
看

護
師

の
適

応
状

況
と
看
護
師
長
の
対
応
に
関
す
る
質
的
分
析

（
看
護
師
長
10
名
）

新
人

看
護

師
の

実
践

現
場

に
お

け
る

適
応

へ
の

師
長

が
と

っ
て

い
る

対
応

が
抽

出
さ

れ
た
．
7つ

の
カ

テ
ゴ

リ
ー
で
構
成
さ
れ
，「
実
践
現
場
へ
の
環
境
適
応
」「

看
護
師
と
し
て
の
資
質
」「

新
人
看
護
師
の
育
成
」「

チ
ー

ム
で
の
育
成
」「

働
き
や
す
い
環
境
」「

サ
ポ
ー
ト
」「

充
実
し
た
ケ
ア
」
で
あ
っ
た
．
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9
20
10

仁
木
智
織

師
長
主
任
業
務
実
践

新
人

評
価

基
準

を
徹

底
し
，

プ
リ

セ
プ

タ
ー

負
担

の
軽

減
図

る
パ

ー
ソ

ナ
ル
・

ベ
ス

ト
方

式
で

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

プ
リ
セ
プ
タ
ー
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
と
し
て
，
看
護
師
長
の
新
人
看
護
師
へ
の
関
わ
り
の
構
築
の
徹
底
が

求
め
ら
れ
以
下
の
点
が
述
べ
ら
れ
た
．

１
．
個
人
の
能
力
や
理
解
に
合
わ
せ
て
行
く
こ
と
を
共
有
し
実
行
す
る
．

２
．
さ
ら
に
待
つ
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
す
る
た
め
の
勉
強
会
を
実
施
．

３
．
看
護
師
長
の
面
接
の
時
期
を
的
確
な
時
期
に
合
わ
せ
る
．

10
20
10

小
松
光
代

和
泉
美
枝

小
寺
直
美

倉
ヶ

市
絵

美
佳

大
澤
智
美

仲
和
子

西
村
布
佐
子

橋
元
春
美

眞
鍋
え
み
子

京
都
医
大
看
護
紀
要

看
護

師
長

か
ら

み
た

新
人

看
護

師
教

育
，

中
堅

看
護

師
の

意
欲
・

能
力
，

離
職

予
防

の
現

状
と

課
題

（
Ａ
大
学
附
属
病
院
看
護
師
長
51
名
）

業
務
と
並
行
し
な
が
ら
の
新
人
看
護
職
員
指
導
が
困
難
な
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
．

新
人
の
特
性
や
レ
デ
ィ
ネ
ス
に
応
じ
た
研
修
内
容
，
方
法
の
見
直
し
と
医
師
と
同
様
の
臨
床
研
修
制
度
の
整

備
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
．
一
方
看
護
師
長
，
看
護
職
員
が
目
指
す
べ
き
１
人
前
像
の
共
通
認
識

が
共
有
で
き
て
い
な
か
っ
た
．

11
20
10

関
井
愛
紀
子

新
潟
医
学
会
雑
誌

新
人

看
護

師
の

勤
務

継
続

意
欲

に
関

す
る

職
場

環
境
要
因

（
2-
3年

目
の
常
勤
看
護
師
50
7名

）

勤
務
開
始
２
-３

年
目
の
看
護
師
の
勤
務
継
続
意
欲
は
，
入
職
１
年
間
の
職
場
環
境
が
影
響
し
て
い
る
．

師
長
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
，

プ
リ
セ
プ
タ
ー
の
人
選

新
人
看
護
師
の
指
導
と
評
価

部
署
全
体
の
仕
事
環
境
作
り
に
責
任
を
も
つ

12
20
10

高
谷
嘉
枝

兵
庫

県
立

大
学

看
護

学
部

・
地

域
ケ

ア
開

発
研
究
所
紀
要

新
人

看
護

師
が

臨
床

現
場

に
適

応
す

る
た

め
の

看
護
師
長
の
工
夫

（
看

護
師

長
の

経
験

が
1年

以
上

の
看

護
師

長
15

名
）

新
人
看
護
師
が
臨
床
現
場
に
適
応
す
る
た
め
の
看
護
師
長
が
行
っ
て
い
る
工
夫
と
は
，
①
新
人
の
状
況
把
握

　
②
プ
リ
セ
プ
タ
ー
体
制
に
お
け
る
看
護
師
長
の
工
夫
　
③
専
門
職
と
し
て
の
看
護
師
長
の
役
割
　
④
労
働

環
境
の
工
夫
で
あ
っ
た
．
　
師
長
が
プ
リ
セ
プ
タ
ー
，
ス
タ
ッ
フ
，
副
師
長
と
も
行
っ
て
い
る
工
夫
は
，
①

新
人
の
状
況
に
即
応
し
た
育
成
　
②
チ
ー
ム
全
体
で
新
人
育
成
　
③
成
長
を
認
め
る
　
④
ケ
ア
の
見
守
り
　

⑤
プ
リ
セ
プ
タ
ー
・
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
へ
の
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
で
あ
っ
た
．

13
20
11

高
谷
嘉
枝

兵
庫

県
立

大
学

看
護

学
部

・
地

域
ケ

ア
開

発
研
究
所
紀
要

新
人

看
護

師
の

適
応

促
進

を
目

的
と

し
た

看
護

管
理
者
が
用
い
る
支
援
方
法
の
開
発

（
エ

キ
ス

パ
ー

ト
パ

ネ
ル

と
し

て
教

育
機

関
の

看
護

管
理

の
専

門
家
，

看
護

教
育

の
専

門
家

や
実

践
現

場
で

勤
務

す
る

師
長
，

リ
エ

ゾ
ン

精
神

専
門
看
護
師
　
経
験
2年

目
看
護
師
）

２
年
目
の
看
護
師
の
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
り
新
た
に
抽
出
さ
れ
た
師
長
に
求
め
ら
れ
る
行
動
は
，

面
接
で
現
時
点
で
の
達
成
度
の
把
握
（
新
人
の
能
力
把
握
）
と
，
働
き
や
す
い
環
境
と
し
て
「
個
人
情
報
を

守
る
」「

人
間
関
係
の
調
整
」
で
あ
っ
た
．

14
20
07

佐
藤
京
子

飯
塚
末
子

堀
千
代
美

佐
藤
麗
子

看
護
管
理

「
効
果
的
な
新
採
用
看
護
職
員
教
育
企
画
研
修
」

参
加

病
院

か
ら

教
育

体
制

の
再

構
築

と
病

棟
師

長
の
意
欲
改
革
で
魅
力
的
は
職
場
を
め
ざ
す

・
新
人
看
護
師
の
離
職
防
止
に
は
，
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
教
育
の
充
実
の
た
め
に
は

病
棟
師
長
が
要
と
な
る
．

・
部
署
全
体
で
，
新
人
看
護
師
を
迎
え
る
良
い
雰
囲
気
作
り
を
す
る
と
と
も
に
，
病
棟
師
長
が
最
終
的
に
新

人
看
護
師
と
そ
の
プ
リ
セ
プ
タ
ー
を
評
価
し
，
責
任
を
も
つ
．

・
各
部
署
に
お
い
て
，病

棟
師
長
を
中
心
に
3月

か
ら
新
人
看
護
師
の
教
育
目
標
・
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
，

病
棟
全
体
で
新
人
看
護
師
を
迎
え
る
準
備
を
す
る
．

15
20
11

由
藤
久
美
子

中
山
サ
ツ
キ

小
野
美
恵
子

大
阪

医
科

大
学

附
属

看
護
専
門
学
校
紀
要

教
育

担
当

者
の

評
価

か
ら

み
た

新
人

看
護

師
教

育
支
援
状
況
の
実
態

（
新
人
看
護
職
員
の
教
育
担
当
者
25
名
）

部
署

全
体

で
新

人
を

育
成

で
き

る
よ

う
な

雰
囲

気
作

り
を

行
い
，

教
育

担
当

者
が

主
任

を
含

め
プ

リ
セ

プ
タ
ー
や
先
輩
看
護
師
と
円
滑
な
人
間
関
係
を
築
け
る
よ
う
，
関
係
調
整
を
図
る
．



164OJTにおける新人教育で師長が果たす役割

16
20
06

江
口
毅

こ
こ
ろ
ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

が
辞

め
な

い
健

康
な

職
場

づ
く

り
の

基
礎
知
識

ス
タ
ッ
フ
が
辞
め
な
い
職
場
作
り
と
し
て
，
新
人
は
医
療
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い

う
「
予
期
不
安
」
を
持
っ
て
い
る
．
予
期
不
安
が
あ
る
こ
と
を
自
由
に
語
れ
る
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
，

そ
し
て
時
に
は
管
理
者
や
先
輩
が
率
先
し
て
自
ら
の
失
敗
談
を
か
た
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
，
不
安
は
軽
減

す
る
．

17
20
09

坂
井
慶
子

師
長
主
任
業
務
実
践

新
人
看
護
師
を
育
む
職
場
づ
く
り
の
た
め
に

・
離
職
防
止
は
，
臨
床
実
践
能
力
の
向
上
は
当
然
で
あ
る
が
，
新
人
の
心
の
中
に
ま
で
入
り
込
ん
だ
さ
ぽ
ー

ト
が
離
職
を
お
も
い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
が
あ
る
．

・
看
護
実
践
能
力
の
向
上
だ
け
を
目
指
す
の
で
は
な
く
，
職
場
環
境
を
含
め
て
，
サ
ポ
ー
ト
を
し
続
け
る
こ

と
が
結
果
的
に
離
職
率
低
下
な
ど
の
好
影
響
を
も
た
ら
す
．

　
具
体
的
に
は
，

１
．
出
来
な
か
っ
た
こ
と
や
間
違
え
た
こ
と
を
責
め
る
の
で
は
な
く
，
具
体
的
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
見

つ
け
さ
せ
，
実
行
で
き
る
援
助
を
優
し
く
行
う

２
．
新
人
の
マ
イ
ナ
ス
の
行
動
に
も
意
味
が
あ
り
，
叱
る
だ
け
で
は
解
決
に
繋
が
ら
な
い
．

３
．
厳
し
さ
は
，
相
手
を
責
め
る
こ
と
で
な
く
，
自
ら
が
自
分
の
責
任
を
自
覚
で
き
る
よ
う
に
愛
情
を
持
っ

て
育
て
る
こ
と
に
あ
る
．
新
人
が
「
自
分
の
力
を
信
じ
ら
れ
る
よ
う
自
己
肯
定
間
を
持
て
る
よ
う
な
関
わ
り

を
す
る
．

18
20
09

田
代
清
美

西
辻
美
佳
子

西
岡
恵
子

森
山
ひ
ろ
み

下
村
智
美

井
戸
誉
子

草
原
麻
紀

日
本
病
院
協
会
雑
誌

新
人

看
護

師
の

ス
ト

レ
ス

の
実

際
と

コ
ー

ピ
ン

グ
へ
の
支
援
の
試
み

（
新
人
看
護
師
73
名
）

新
人

看
護

師
の

ス
ト

レ
ス

指
数

は
，
3ヶ

月
よ

り
高

く
な

る
．

最
も

ス
ト

レ
ス

が
高

い
こ

の
時

期
に
，

い
か

に
新
人
看
護
師
の
コ
ー
ピ
ン
グ
を
促
す
か
が
管
理
者
と
し
て
重
要
で
あ
る
．コ

ー
ピ
ン
グ
を
促
す
た
め
に
は
，

同
僚
の
サ
ポ
ー
ト
の
他
，
ラ
イ
ン
の
関
係
に
あ
る
副
看
護
師
長
，
看
護
師
長
か
ら
の
承
認
の
サ
ポ
ー
ト
が
有

効
で
あ
る
．

19
20
07

長
谷
川
真
美

今
川
詢
子

田
中
佳
士
枝

小
磯
玲
子

小
井
川
悦
子

徳
世
良
重

ナ
ー
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー

新
人
看
護
師
の
「
早
期
離
職
」
防
止
指
針

（
先
行
研
究
か
ら
の
分
析
）

管
理
者
の
求
め
ら
れ
る
こ
と

１
．
離
職
防
止
と
そ
の
原
因
を
改
善
　
　
２
．
新
人
看
護
師
が
自
信
を
も
て
る
　
３
．
職
場
で
の
人
間
関
係

を
う
ま
く
保
て
る
た
め
の
指
導
・
フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
ら

れ
た
．

20
20
09

高
谷
嘉
枝
　

兵
庫

県
立

大
学

看
護

学
部
・

地
域

ケ
ア

開
発
研
究
所
紀
要

新
人

看
護

師
の

適
応

促
進

を
目

的
と

し
た

看
護

師
長
の
た
め
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
項
目
の
検
討

（
看
護
師
長
5名

）

新
人

看
護

師
の

実
践

現
場

に
お

け
る

適
応

促
進

を
目

的
と

し
て

①
新

人
看

護
師

の
育

成
と

し
て
，「

個
別

性
を
考
慮
し
た
指
導
」「

段
階
的
な
指
導
」，

チ
ー
ム
で
の
育
成
と
し
て
，「

効
果
的
な
チ
ー
ム
編
成
」，

働
き
や

す
い

環
境

と
し

て
，「

処
遇

へ
の

配
慮

」
サ

ポ
ー

ト
と

し
て
，「

看
護

師
間

の
サ

ポ
ー

ト
へ

の
支

援
」，

充
実

し
た
ケ
ア
と
し
て
，「

ケ
ア
す
る
者
と
し
て
の
承
認
」「

看
護
ケ
ア
の
意
味
や
本
質
」
の
項
目
に
分
け
て
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
．

21
20
06

向
後
善
之

こ
こ
ろ
ケ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
心
を
育
て
る
相
談
事
例

Q
＆

A

ス
タ

ッ
フ

を
育

て
る

を
テ

ー
マ

と
し

て
以

下
が

語
ら

れ
た
．・

新
人

教
育

を
受

け
て

す
ぐ

に
退

職
す

る
人

が
い

る
と

し
て

も
，

指
導

者
の

責
任

で
は

な
い

こ
と

を
上

司
は

理
解

す
る
．・

プ
リ

セ
プ

タ
ー

や
新

人
指

導
担

当
者
と
定
期
的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
，新

人
が
精
神
的
に
病
気
を
抱
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
，

精
神

科
医
，

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

に
相

談
す

る
体

制
を

つ
く

る
．・

自
信

を
持

て
な

い
若

い
ス

タ
ッ

フ
を

育
て

る
時
に
は
，
失
敗
を
指
摘
す
る
よ
り
も
，
達
成
で
き
た
こ
と
を
認
め
て
，
自
信
を
つ
け
さ
せ
て
い
く
対
応
が
効

果
的
．
集
団
の
中
で
自
分
の
意
見
や
気
持
ち
を
き
ち
ん
と
表
現
す
る
勇
気
を
彼
ら
に
示
し
，
個
人
の
意
見
や

感
覚
を
尊
重
す
る
組
織
風
土
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
指
導
者
に
は
求
め
ら
れ
る
．

22
20
07

南
由
起
子

看
護

新
人

看
護

職
員

に
関

わ
る

前
に

確
認

し
た

い
師

長
と
し
て
の
心
構
え

と
し
て
，
以
下
が
語
ら
れ
た
．・

ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
に
し
な
が
ら
，
新
人
ナ
ー

ス
の
（
日
常
生
活
・
業
務
上
の
成
長
な
ど
）
を
把
握
し
，
師
長
と
し
て
の
支
援
や
調
整
を
行
う

・
専
門
職
・
社
会
人
と
い
う
意
識
を
持
ち
，
ど
の
よ
う
に
仕
事
に
向
か
う
べ
き
か
考
え
る
よ
う
働
き
か
け
る
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23
20
06

板
東
桂
子

H
A
N
D
S-
O
N

成
功

の
鍵

は
師

長
の

支
援

姿
勢
20
07
年

は
臨

床
研
修
制
度
導
入
へ

師
長

の
支

援
と

し
て

以
下

が
語

ら
れ

た
．・

新
卒

者
の

背
景

等
の

情
報

を
基

に
妥

当
な

ペ
ア

リ
ン

グ
を

考
え

プ
リ

セ
プ

タ
ー

を
決

定
す

る
．・

プ
リ

セ
プ

タ
ー

は
師

長
か

ら
動

機
づ

け
を

さ
れ
，

一
人

の
プ

リ
セ

プ
テ

ィ
を
1年

間
担
当
す
る
．・

プ
リ
セ
プ
タ
ー
に
だ
け
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
師
長
を
中
心
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
を
と
っ
て
い
る
．・

毎
月
，
プ
リ
セ
プ
タ
ー
，
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
，
師
長
は
会
を
持
ち
，
1か

月
の
振
り
返
り

を
行
い
，
翌
月
の
行
動
計
画
を
調
整
．
等
具
体
的
に
語
ら
れ
た
．

24
20
07

小
宅
比
佐
子

町
屋
晴
美

H
A
N
D
S-
O
N

「
看

護
職

員
能

力
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

活
用

し
て

師
長

は
当

該
看

護
単

位
の

看
護

職
全

体
の

責
任

者
と

し
て

看
護

実
践

能
力

の
到

達
度

を
把

握
し
，

各
自

の
キ
ャ
リ
ア
を
支
援
す
る
．

25
20
11

松
本
千
香
江

看
護

新
人
看
護
師
の
支
援

１
．
新
人
の
成
長
段
階
を
チ
ー
ム
全
員
で
共
通
認
識
す
る
．

２
．
新
人
に
は
指
導
で
は
な
く
支
援
．

３
．
で
き
な
い
こ
と
よ
り
も
，
出
来
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
．

４
．
褒
め
て
育
て
る
．

５
．
成
長
に
は
個
人
差
が
あ
る
が
，
必
ず
成
長
す
る
の
で
待
つ
こ
と
が
大
事
．

６
．
失

敗
は

問
題

で
は

な
く

，成
長

す
る

き
っ

か
け

で
あ

る
．
先

輩
に

は
自

分
た

ち
の

経
験

知
を

伝
え

て
も

ら
う

．
７
．
大
き
な
事
故
を
起
こ
さ
ず
キ
ャ
リ
ア
形
成
で
き
る
よ
う
，
1年

間
は
先
輩
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
．

８
．
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
も
お
互
い
が
支
え
ら
れ
て
い
る
実
感
が
持
て
る
．

師
長
と
し
て
の
支
援
は
，メ

ン
バ
ー
の
誰
よ
り
も
早
く
新
人
の
長
所
を
見
つ
け
，伸

ば
し
，自

信
を
持
た
せ
，

考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
，「

考
え
る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
伝
え
て
行
く
こ
と
．

26
20
07

永
井
則
子

看
護

新
人
看
護
職
員
の
個
性
を
活
か
す
関
わ
り
方

想
定

事
例

を
実

践
の

ヒ
ン

ト
に

—
管

理
職

と
し

て
の

新
卒

看
護

師
教

育
経

験
の

あ
る

看
護

師
の

体
験
を
通
し
て
の
一
考
察
—

1．
新

人
の

美
点

凝
視

で
眺

め
る

こ
と

や
資

質
を

受
け

入
れ

活
か

す
,な

ど
集

団
か

ら
承

認
さ

れ
る

こ
と

で
次

の
行

動
に

移
れ

る
よ

う
に

支
援

す
る

こ
と

が
語

ら
れ

て
い

た
．

４
つ

の
学

習
ス

タ
イ

ル
（
D
．

コ
ル

ブ
の

学
習
サ
イ
ク
ル
と
ハ
ニ
ー
の
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
理
論
）
の
提
示
が
記
さ
れ
て
い
た
．

27
20
12

原
田
瞳

石
川
幸
代

井
立

女
子

短
期

大
学

看
護
学
科
紀
要

精
神

科
新

卒
看

護
師

の
コ

ー
ピ

ン
グ

ス
キ

ル
育

成
に
関
す
る
研
究

新
卒
看
護
師
の
患
者
と
の
関
係
に
お
け
る
気
付
き
や
看
護
ケ
ア
の
困
難
さ
の
解
決
に
は
，
プ
リ
セ
プ
タ
ー
や

病
棟
師
長
な
ど
の
信
頼
で
き
る
他
者
の
存
在
が
不
可
欠
．

振
り
返
り
の
方
法
や
タ
イ
ミ
ン
グ
に
工
夫
を
し
，
そ
の
機
会
は
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
に
，
も
し
く
は
段
階
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
．

新
卒
看
護
師
の
コ
ー
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
育
成
に
関
わ
る
人
材
の
育
成
．

28
20
14

前
田
あ
け
美

師
長
主
任
業
務
実
践

1年
後

，
新

人
看

護
師

が
育

っ
た

姿
見

え
ま

す
か
？

４
年

間
の

取
り

組
み

か
ら

見
え

て
き

た
新

人
看
護
師
教
育

新
人
を
育
て
る
た
め
の
取
り
組
と
し
て
，

師
長
や
師
長
補
佐
が
プ
リ
セ
プ
タ
ー
の
指
導
内
容
の
補
足
を
し
て
い
る
．

プ
リ
セ
プ
タ
ー
の
支
援
，
育
成
に
師
長
補
佐
と
協
力
し
て
い
る
．

29
20
09

窪
田
好
恵

中
島
美
津
子

ナ
ー
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー

O
JT

の
限

界
を

カ
バ

ー
す

る
O
FF

-JT
研

修
の

工
夫
と
新
人
看
護
師
の
離
職
防
止
策

・
新
人
た
ち
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
環
境
を
整
え
る
．

・
プ
リ
セ
プ
タ
ー
看
護
師
の
新
人
教
育
へ
の
負
担
を
考
慮
し
た
業
務
調
整
と
さ
り
げ
な
く
実
施
し
，
プ
リ
セ

プ
タ
ー
看
護
師
が
疲
弊
し
な
い
よ
う
な
職
場
環
境
を
整
え
る
．

30
20
13

伊
藤
ひ
ろ
み

伊
藤
民
子

高
野
美
奈
子

師
長
主
任
業
務
実
践

新
人
看
護
師
は
絶
対
に
辞
め
さ
せ
な
い

師
長
は
プ
リ
セ
プ
タ
ー
を
任
命
す
る
と
き
に
動
機
づ
け
を
し
，
チ
ー
ム
で
新
人
看
護
師
を
支
え
る
た
め
に
，

ど
の
よ
う
に
支
援
チ
ー
ム
が
活
動
し
た
ら
よ
い
か
チ
ー
ム
で
検
討
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
．

31
20
07

穴
沢
小
百
合

H
A
N
D
A
-O

N
プ

リ
セ

プ
タ

ー
・

プ
リ

セ
プ

テ
ィ

が
共

に
育

つ
た
め
に

（
プ
リ
セ
プ
タ
ー
）

師
長
は
プ
リ
セ
プ
タ
ー
を
選
定
し
役
割
を
付
与
し
，
プ
リ
セ
プ
タ
ー
・
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
の
組
み
合
わ
せ
を
決

定
す
る
．
プ
リ
セ
プ
タ
ー
を
担
う
看
護
師
の
成
長
を
認
め
，
期
待
を
込
め
て
プ
リ
セ
プ
タ
ー
の
役
割
を
付
与

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
そ
れ
を
担
う
看
護
師
の
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
．

32
20
02

汐
見
チ
ト
セ

今
里
と
み
子

里
田
佳
代
子

近
藤
美
恵

臨
床
看
護

当
院

に
お

け
る

プ
リ

セ
プ

タ
ー

シ
ッ

プ
の

取
り

組
み

・
職
場
の
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
は
，
ス
タ
ッ
フ
の
学
習
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
，
学
習

意
欲
を
高
め
る
た
め
の
動
機
づ
け
を
す
る
．・
看
護
業
務
の
見
直
し
：
病
棟
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
・

看
護
基
準
・
手
順
の
見
直
し
　
物
品
の
整
備
点
検
・
プ
リ
セ
プ
タ
ー
と
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
の
良
好
な
関
係
性
を

支
援
す
る
．・

プ
リ
セ
プ
タ
ー
の
人
選
．・

ペ
ア
リ
ン
グ
．・

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
機
能
さ
せ
る
．・

病
棟
ス

タ
ッ
フ
へ
浸
透
さ
せ
る
．・

プ
リ
セ
プ
タ
ー
へ
の
精
神
的
支
援
．・

プ
リ
セ
プ
タ
ー
・
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
と
の
面

接
・
評
価
で
あ
っ
た
．
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33
20
10

和
住
淑
子

大
室
律
子

佐
藤
あ
ゆ
み

荒
屋
敷
亮
子

黒
田
久
美
子

後
藤
妙
子

鈴
木
康
美

砥
石
和
子

中
山
珠
美

西
山
ゆ
か
り

千
葉

大
学

看
護

学
部

紀
要

新
人

看
護

師
の

プ
リ

セ
プ

タ
ー

を
支

援
す

る
者

に
必
要
な
能
力
と
資
質
に
関
す
る
全
国
調
査
．
—

プ
リ

セ
プ

タ
ー

支
援

者
の

背
景

に
よ

る
ち

が
い

に
焦
点
を
あ
て
て
—

（
新
人
看
護
師
の
プ
リ
セ
プ
タ
ー
支
援
を
直
接
担

当
し

て
い

る
看

護
師
　
23
0施

設
38
6名

の
プ

リ
セ
プ
タ
ー
支
援
者
．
師
長
16
8名

，副
師
長
11
1名

，
ス
タ
ッ
フ
看
護
師
10
7名

）

佐
藤
他
（
20
09
）
の
研
究
結
果
を
基
に
，
プ
リ
セ
プ
タ
ー
支
援
者
自
身
が
，
プ
リ
セ
プ
タ
ー
支
援
者
と
し
て

必
要
な
能
力
が
，
ど
の
程
度
求
め
ら
れ
て
い
る
か
，
ど
の
程
度
実
施
で
き
て
い
る
か
の
調
査
を
行
い
，
そ
れ

を
役
職
者
別
に
調
査
を
行
っ
た
．
そ
の
う
ち
，
師
長
と
し
て
の
プ
リ
セ
プ
タ
ー
支
援
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る

能
力
の
，
最
も
高
か
っ
た
内
容
は
，
上
位
よ
り
「
相
手
が
話
し
か
け
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
」「

プ
リ
セ
プ
タ
ー
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
」「

患
者
中
心
の
看
護
を
心
掛
け
，
日
々
向
上

し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
」
で
あ
っ
た
．

34
20
09

佐
藤
ま
ゆ
み

大
室
律
子

荒
屋
敷
亮
子

和
住
淑
子

赤
沼
智
子

千
葉

大
学

看
護

学
部

紀
要

プ
リ

セ
プ

タ
ー

支
援

者
に

求
め

ら
れ

る
能

力
・

資
質
に
関
す
る
研
究

（
11
名
：

看
護

部
長
2名

　
教

育
担

当
副

看
護

部
長
6名

　
教
育
担
当
看
護
師
長
3名

）

プ
リ

セ
プ

タ
ー

支
援

者
に

は
，「

新
人

教
育

に
関

心
が

あ
り

教
育

原
理

を
ふ

ま
え

た
指

導
を

展
開

す
る

能
力

「
プ

リ
セ

プ
タ

ー
の

も
つ

力
や

気
持

ち
を

見
抜

く
能

力
」「

問
題

状
況

を
言

葉
で

伝
え

プ
リ

セ
プ

タ
ー

自
信

が
意

欲
を

維
持

し
な

が
ら

問
題

解
決

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
能

力
」「

熟
達

し
た

看
護

技
術

を
行

動
と

言
語

で
伝
え
る
能
力
」「

タ
イ
ム
リ
ー
に
支
援
を
提
供
す
る
能
力
」「

集
合
教
育
で
得
た
知
識
を
プ
リ
セ
プ
タ
ー
が

現
場

で
活

用
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

能
力

」「
自

己
評

価
が

で
き
，

自
ら

も
看

護
師

と
し

て
成

長
し

よ
う

と
す
る
資
質
」
が
求
め
ら
れ
て
い
た
．

35
20
13

樋
口
春
美

N
ur

sin
g 

BU
SI
N
ES

S
ス

タ
ッ

フ
を

自
ら

学
ぶ

看
護

師
に

育
て

る
！

看
護
師
長
の
「
超
」
指
導
力
ア
ッ
プ

看
護
管
理
者
は
，
部
署
全
体
を
見
渡
し
，
連
携
が
で
き
て
い
る
か
，
そ
れ
が
機
能
し
て
い
る
か
を
判
断
し
，

調
整
役
を
担
う
．
任
せ
る
力
と
は
，
看
護
管
理
者
が
ど
う
い
う
人
を
育
て
た
い
か
を
言
語
化
し
て
発
信
し
，

“
任
せ
る
”
と
い
う
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
，
看
護
管
理
者
は
学
ぶ
場
を
ど
の
よ
う
に
設
定

し
，
内
容
は
ど
う
す
る
の
か
，
誰
に
ど
の
役
割
を
し
て
も
ら
う
か
な
ど
の
計
画
を
立
て
て
，
組
織
化
し
実
行

す
る
こ
と
で
，
新
人
と
先
輩
看
護
師
両
者
に
気
付
か
せ
る
力
を
発
揮
し
て
い
た
．
ま
た
ス
タ
ッ
フ
個
々
の
成

長
す
る
力
を
信
じ
て
，
新
人
教
育
の
持
つ
狙
い
や
意
味
を
実
践
の
な
か
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
え
て
い
く
こ
と

だ
大
切
で
る
と
述
べ
て
い
る
．
 

36
20
09

永
井
則
子

日
本

看
護

協
会

出
版

会
プ

リ
セ

プ
タ

ー
シ

ッ
プ

の
理

解
と

実
践

―
新

人
ナ
ー
ス
の
教
育
法

新
人
が
最
良
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
を
遂
行
す
る
．

１
．
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
ら
せ
る
．
２
．
部
下
に
自
己
価
値
，
強
み
を
把
握
さ
せ
る
．
３
．
キ
ャ
リ
ア

モ
デ
ル
を
示
す
．
４
．
自
己
資
源
を
ナ
ー
ス
と
し
て
の
市
場
価
値
に
結
び
つ
け
さ
せ
る
．

師
長
へ
の
期
待
と
し
て
，
１
．
新
人
が
将
来
を
語
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
．
２
．
精
神
的
な
葛
藤
は
生
じ

て
い
る
時
に
聞
き
手
に
な
る
．
３
．
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
支
援
す
る
．

37
20
03

宮
岡
久
子

小
野
港

看
護
展
望

新
卒

看
護

師
と

師
長

の
臨

床
看

護
活

動
の

実
践

レ
ベ

ル
に

つ
い

て
の

認
識

の
比

較
—

卒
後
2年

目
ま
で
の
縦
断
的
調
査
と
分
析
—

（
80
名
の
看
護
師
と
直
属
の
上
司
34
名
の
師
長
）

1年
目

ま
で

の
実

践
レ

ベ
ル

に
つ

い
て
，

両
者

の
認

識
の

差
は

大
き

く
，

看
護

師
に

お
け

る
期

待
感

と
実

践
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
リ
ア
リ
テ
ィ
シ
ョ
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．
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，
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と
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長
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方
で
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意
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れ
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．

病
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ル
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具
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な
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に
し
，
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と
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る
．

そ
う
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る
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と
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て
継
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育
の
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果
が
さ
ら
に
高
ま
る
．
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理
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人
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護

師
の

看
護

に
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と
そ

れ
を

も
た
ら
す
要
因

新
人
看
護
師
が
自
信
を
も
つ
に
た
め
に
は
他
者
か
ら
の
承
認
さ
れ
る
体
験
が
必
要
で
あ
っ
た
．
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表２　OJT における新人教育の師長の役割行動37項目
カテゴリー コード

担
当
部
署
の

教
育
方
針
の

決
定
と
周
知

1 看護単位の新人の教育目標を全スタッフへ自分の言葉で話している

2 新人の能力に応じて段階的教育するようスタッフに話している

3 新人には，新人への教育目標の周知を図っている

リ
ア
リ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ク
防
止

4 新人に入職時早期から社会人としての規律ある行動がとれるよう指導している
5 新人の入職時には，スタッフ自ら自己紹介をする迎え入れ等について指導している
6 新人の個人情報を守り，他のスタッフに他言しない
7 新人が自由に発言できるような雰囲気作りをしている
8 新人に毎日声をかけ，新人の存在を承認する行動をとっている
9 勤務割振りは，新人も他のスタッフ同様に公平にしている
10 新人の心の健康状態を把握するため，表情や態度を観ている
11 新人の心の健康状態を把握するため，新人に声をかけている
12 新人の心の健康状態を把握するために，他のスタッフから情報を得ている
13 新人へ仕事と生活が充実するための指導を行っている
14 新人の心の健康状態に支障があると判断したら，専門家にコンサルトしている

個
人
の
能
力
に
応

じ
た
段
階
的
・
継

続
的
な
教
育　
　

15 新人の看護実践能力の到達度を把握している
16 新人の能力に応じた教育が行われるように指導者と話し合っている
17 新人の能力に応じた，業務の分担をしている
18 新人の指導について，できたことを褒め，次に進んでよいことを保証している

19
新人の指導について，できたことを褒め，次に進んでよいことを保証するようスタッ
フへ指導している

担
当
部
署
の
教
育
体
制
の
整
備

20
患者の看護目標達成における責任者（看護体制のリーダーあるいはチームリーダー）
には，新人指導における役割を明確にしている

21 新人が教育を受けやすい人員配置（チーム編成）にしている

22
スタッフ全体で新人を育てるために，カンファレンスの機会を作り教育方法を検討
している

23 指導者には，新人の成長を支える人選をしている
24 指導者には，選定理由を話し，動機づけを行っている
25 指導者と新人の人間関係を調整している

26
新人が個別に指導が受けられるよう，新人と指導者が同一勤務になるよう調整して
いる

27 新人教育について指導者と新人の目標の照合を行っている
28 指導者が指導に困難や不安を来していないか把握している
29 新人教育において，指導者間で問題解決の機会を設けている
30 指導者が相談できる体制にしている
31 新人が，業務遂行において常に誰かの指導を受けられる体制にしている
32 スタッフが指導できるように，業務整理を行っている
33 統一した指導ができるように，看護手順を整備している

34
統一した指導ができるように，新人の看護実践能力到達度のチェックリストを整備
している

専
門
職
業

人
と
し
て

自
立
促
進

35 看護実践モデルを示し自己の看護観を新人へ伝えている

36 新人が行った看護の意味や根拠を考えさせている

シ
ス
テ
ム
へ

の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク　
　

37
新人教育における問題は看護単位のみならず，教育委員会等，新人サポート・教育
担当部門へ提出し，看護部全体で検討している

ケアを行うこと31）等が必要であり，その中で，新
人の個人情報を守ることも重要である19, 20）．新人が
精神的に病気を抱えている可能性がある場合は，精

神科医，カウンセラーに相談する体制をつくること
の重要性が述べられていた29）．
　新人のメンタルヘルスをサポートしながら15），新
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人にワークライフバランスについて指導する27）．新
人のストレスが高い時期に，それに対処できるよう
コーピングを促すこと25）や，離職を防止するため
には，新人の心の中にまで入り込んだサポートが
必要である24）．さらに，どの看護師にとっても最終
的な強い味方が師長であることを示すこと10）や，
同期の新人のサポートが得られるよう支援するこ
と10,15,20,26）が求められていた．師長は，新人の人間
関係の調整を行い20），職場の人間関係を上手く保て
るための指導を行うことが求められる26）．
４. ２. ３　�個人の能力に応じた段階的・継続的な教

育
　師長の役割として，新人の実践能力の到達度を
把握32），その方法としては，師長が直接指導し，新
人の評価を行う18），新人の仕事を見届け，新人の仕
事に責任を持つこと19,20）や，評価や面接による新人
の実践能力の到達度を把握し20），新人教育の定期的
な評価をフィードバック時に行う22），目標や課題，
どこまで指導しているのかを確認できるようにす
る14）等が報告されていた． 
　新人個人の能力や理解に合わせた教育をするこ
と16,22）や，個人の成長を待つ33）等，個別に合わせた
教育を行い26），さらに，新人の能力に応じた業務分
担の判断が行われていた19,20,27）．
　新人が自信を持てるサポートが必要であり26），新
人が出来たことをきちんと評価し，褒めることでそ
れを意欲づけていた19,27）．出来たことを伝えること
の効果については，失敗を指摘するよりも達成でき
たことを認めて自信をつけさせることで，新人が自
分の力を信じられる自己肯定感を持つことができ
る24）．新人の強みを聞きだし，それをスタッフが周
知し新人の存在価値を高めること11）や新人の長所
を誰よりも早く見つけ，伸ばし，自信を持たせるこ
と33），新人に自己価値，強みを把握させることで最
良の選択ができるようアドバイザーの役割を遂行す
ること34）が求められていた．
　師長は新人に対し，タイムリーに振り返りの時間
をもつよう行動していた15,19,28）．振り返りの方法を
工夫し，その機会はよりタイムリーにもしくは段階
的に行われることが望ましい35）．そして失敗からの
学びとして，事故発生時には，対策検討カンファレ
ンスなど失敗から学ぶ機会を持つシステムを整える
ことや，インシデントレポートは書いたままにせず，
原因を明らかにし，個人の責任追求ではなく，対策
検討が行われるようなシステムを整えること27,36），
失敗は問題ではなく，成長するきっかけとし，先輩
には自分たちの経験知を伝えてもらうことが行われ
ていた32）．

４. ２. ４　担当部署の教育体制の整備
　新人教育に効果的なチーム編成を行い15），チーム
全体で新人教育について話し合う28），新人の支援
やプリセプターのサポートにチームを活用するこ
と19）や，リーダー，サブリーダーの役割をプリセ
プターシップに組み込むこと20）等が行われていた．
スタッフ間のチームワークがよく，信頼できるよう
な人間関係をつくる努力をし，助け合いができるよ
う支援すること22）が行われていた．また，統一し
た指導ができるよう看護手順，チェックリストの整
備14,23）を行うことや，教育が効率的に行えるよう看
護師がしなくてもよい業務を他職種へ移譲する26）

等の業務の見直しを行っていた．さらに，指導者が
疲弊しないよう職場環境を整えることや業務調整を
行うこと36）が必要である．
　プリセプターの選定を行い20），その役割を担う看
護師の成長を認め，動機づけること37）や，指導態
度に配慮し，新人と人間関係を築くことができるプ
リセプターの選定を行うことが2－3年目の看護師か
ら期待された18）．プリセプターと新人のペアリング
として，社会人経験の有無や年齢を考慮し，リスク
を避けたペアリングの工夫，互いの意見や相性を
踏まえたペアリングが行われていた19,20）．プリセプ
ターを選定，役割を付与することとプリセプターと
新人の組み合わせを決定すること38），新人の背景等
の情報を基に妥当なペアリングを考えること31）や，
プリセプター・新人の関係調節，ペアリング理由の
説明6,13）も含まれた．またプリセプターと新人の良
好な関係を支援するために，プリセプター・新人の
面接・評価を行っていた39）．
　プリセプターだけに負担をかけないよう師長を中
心にバックアップ体制をとり，師長がプリセプター
への OJT を行わなければ，プリセプターシップが
上手く機能しない30）．プリセプターへの精神的支援
をし，最終的に新人とそのプリセプターを評価し，
責任を持つこと21）や，プリセプター，新人，スタッ
フへの中間・最終評価へのフィードバックを行うこ
と等，師長が最終的な責任を果たすことが報告さ
れていた6,13）．中堅看護師のプリセプターの支援体 
制15）や，新人それぞれに指導者をつけること19,20），
プリセプター不在時担当者の依頼2,6）等のプリセプ
ターシップの強化が必要であった．また支援者とな
る主任看護師・チームリーダー・プリセプター等へ
の説明として，新人の傾向，離職防止を目的とし温
かく迎えることを依頼し，個人情報の保護への注意
を行う11）等の取り組みの報告があった．同一勤務
の調整6,13）に加え，役割を持った看護師が相談しあ
う機会をつくること27,30），プリセプター会議への出
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席6,13），また，教育担当者がプリセプターを含め，
他のスタッフと円滑な人間関係を築けるよう，関係
調整を図ること22）も報告されていた．プリセプター
への直接支援として，プリセプターが話しかけやす
い雰囲気をつくる，プリセプターの気持ちを理解す
る，プリセプターの悩みを上手く引き出すことがで
きるような効果的な発問ができる，プリセプターの
モチベーションを下げずに必要な支援を行うことが
できる，プリセプターが支援を求めているその時
に支援をすることができる，教育に関心を示すこ
と40）やプリセプターの負担軽減につなげるために
は，面接の時期を的確な時期に合わせること16）等
が行われていた．また，プリセプター支援者には複
雑な問題構造を見抜く力と組織に働きかける力が不
可欠である40）．
４. ２. ５　専門看護職業人としての自律促進
　師長は新人に，専門職・社会人という意識を持
ち，どのように仕事に向かうべきか考えるよう働き
かけることを行っていた27,29）．そのために，師長の
看護ケアに対するビジョンやメッセージを新人に語
る15,27,41），新人自ら行った看護についてカンファレ
ンスで討議できるようコーディネートする28），本人
の意見を聞きながら十分に振り返りをさせ自分の経
験も踏まえてアドバイスする15），キャリアビジョン
を語らせる34）等を行い，新人個人が自律し，自分
の看護の価値に基づいて行動できるよう指導してい
た28）．自己資源をナースとしての市場価値に結びつ
けさせることの必要性34）も指摘されていた．日常
のケアの中で，師長はモデルになり，師長の看護観
を伝えること19）や，専門職としての師長の期待を
伝えること19,20）を行っていた．患者中心の看護を心
掛け，日々向上しようと努力すること42）や，キャ
リアモデルを示すこと34）が求められていた．
４. ２. ６　システムへのフィードバック
　教育委員会への新人教育における中間・最終評価
のフィードバック，および教育委員会へのプリセプ
ターシップ・プログラム評価のフィードバック，教
育委員会との連絡調整2,6）が師長の役割として報告
されていた．

５．考察
　以上，文献検討より，OJT における新人教育で
師長が果たす役割には，新人の看護実践能力獲得を
支えるための6つの役割の存在が明らかとなった．
　OJT における新人教育で師長が果たす役割とし
て，新人の看護実践能力獲得のために，まず師長は，
看護理念・教育目標より担当部署の教育方針を決定
し周知する．そして，スタッフ全員で新人を育てる

職場風土の醸成を行う．新人が看護実践能力を着実
につけるために，個別に応じた段階的・継続的な教
育を行い，それをより効果的に行うためにも，教育
体制の整備が必要である．また，入職時よりリアリ
ティショックを防止し，新人の組織社会化の促進を
支援することで教育効果はさらに高まる．新人が看
護専門職業人として自律して成長を続けるための基
礎作りを支援する．そして施設全体で，新人を効果
的に育成するためには，他部署や教育委員会等と連
携し教育体制の検討や，OJT に繋がる off-JT との
連携が師長の役割である（図１）．

図１　OJT における新人教育で師長が果たす役割

５. １　担当部署の教育方針の決定と周知
　組織風土の醸成については最も多くの文献があ
り，様々な取り組みが報告されていた．入職時から
新人をスタッフ全員で快く受け入れる態度や，上司
自ら失敗談を語ることを率先するなどの態度が，新
人が自由に語れる職場風土を醸成する．このような
職場風土は，医療安全の基本であるとともに，新人
の組織社会化と成長を促進する師長の行動といえる．
　担当部署の課題を解決し，使命を果たすには，さ
まざまな価値観を持つ職場のメンバーに対して，師
長は行動指針のようなものを打ち出し徹底させるこ
とが必要不可欠である43）．職場の理解をどう実現す
るか，その手腕を発揮するのが師長の新人を迎える
に当たり最も大事な仕事である．組織の方針を示
し，目標を明確にし，目指す看護とそのためにどん
な看護師が求められるかを自分の言葉で繰り返し話
すことなどが必要である．教育目標を達成さること
で，それが患者や病院へどのような貢献をもたらす
かについて，師長がスタッフに問いかけることでス
タッフの新人教育への意識や役割への認識を高める
ことに繋がる．新人の教育目標における新人と指導
者双方の合意を得ること44）や，スタッフが目標と
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すべき一人前像を共通認識する17）等，スタッフが
共通した目標を持てるよう，看護部の理念，教育目
標と照らし合わせ，新人をどのように育てるかをス
タッフで話し合い，スタッフが問題を解決でき，教
育目標が達成できるよう定期的に新人，スタッフと
フィードバックを通じて支援することが重要である．
５. ２　リアリティショック防止
　リアリティショックの予防には，職場に配属され
た初期に，新人自身が周囲から受け入れられている
と感じることで，組織社会化の促進に有効である．
入職当初の新人のリアリティショックの要因は技術
的要因が大きいが、これは解決しやすく，心理的・
対人的要因がリアリティショックを長引かせるこ
と45）が報告されており，リアリティショックの予
防には，人間関係の調整や，看護技術を見守りなが
ら段階的，継続的に指導していく必要がある．入職
１年目の職場環境が後の継続勤務意欲に影響するた
め，リアリティショックにおける，これら一連の支
援をスタッフ全員が行えるよう周知することが師長
の役割である．
　新人のメンタルヘルスを把握するために師長は積
極的に様々な方法で，新人の変化を見抜き，状況に
応じた面接の時期の判断を可能にする．また，他の
スタッフからの情報や師長自らが得た新人の個人情
報は守秘義務として情報を管理し，新人との信頼関
係は一貫して重要視するべきである．
　新人を他者と比較せず，個人の個性を尊重し，出
来ているところを見て，承認し個人の能力を引き出
すための支援を行う．マズローによって提唱された
欲求５段階理論では，最終的な自己実現の欲求に達
するためには，尊厳の欲求，つまり，他人からの尊
厳や承認を得て，名誉ある地位を求める欲求が満た
される必要がある1）．新人が自己の成長や発展の機
会を欲求するためには，他者からの承認が必要であ
り，承認は新人の成長を促進し看護実践能力獲得に
結びつく．
　一方，新人の組織社会化を促進する教育として，
周囲の受け入れだけではなく，新人自身に，学生か
ら社会人への移行の自覚を持たせる必要がある．新
人看護職員研修の最大の目的は，学生意識の払拭と
社会人意識，組織人意識の醸成である43）．新人が配
属後，理想と現実のギャップを最小限にするために
は，看護現場に配属前，配属直後早期に，社会人と
して期待される態度や行動を新人に知識として理解
させておく必要がある．組織社会化促進への教育は，
新人が入職時に行われる集合教育で必要であり，さ
らに各看護単位への配属時に行われるオリエンテー
ションでも同様に，責任者である師長より各看護単

位での，新人に期待される態度や行動，成果を伝え
ておくことは，新人が組織の一員になることの自覚
と看護師としての目標を明確にすることへの支援に
なる．
５. ３　個人の能力に応じた段階的，継続的な教育
　師長は新人が個別に応じて段階的に成長できるよ
う，直接新人を指導している．新人の能力を見極め
るために，さまざまな手段がとられ，直接指導，新
人の仕事を最後まで見届けることや，定例会でのス
タッフからの情報や面接による新人から情報を得る
等であった．これらの情報より，新人の個別，能力
に応じた業務分担を師長は行うことができる．また，
新人が能力以上の業務を抱えていないかを確認し，
患者の安全を保証するためにも，業務上の補助，勤
務上の配慮を行うことになる．新人の能力に応じた
業務分担は教育の観点だけでなく，医療安全の観点
から必要である．新人が，一歩ずつ前進するために
は，自信をもつことも大きな要因となる．新人が自
己の行動に自信をもつ過程には，周囲から認められ
ることを通して自己の成長を自覚する46）他者評価
が必須である．その手段の一つに，新人から自身の
強みを話させることで，それを自覚でき，さらに周
囲のスタッフへも周知することで，新人の存在価値
を高めることが可能となる．
５. ４　担当部署の教育体制の整備
　新人の能力に応じた段階的・継続的な指導には，
スタッフが全員で教育する教育体制の充実が欠かせ
ない．それは師長が直接新人を指導するだけでなく，
スタッフ全員で効果的に新人を育てる体制づくりで
ある．チームの整備としては，ぞれぞれの役割を明
確にすることや，新人教育について各役割やチーム
が定例的に話し合う機会を設けることで個別に合わ
せた指導や統一した指導が可能になり，教育効果を
上げることができる．また統一した指導を行うため
にはチェックリストやマニュアルの整備，そして院
内でのルールや手順を全てのスタッフが行えるよう
周知徹底し確認することが師長には求められる．
　プリセプターシップの整備としては，プリセプ
ターの選定，ペアリング，そして，プリセプターシッ
プをサポートする内容，プリセプターシップの制度
浸透・運営方針・活動方針決定が含まれた．チーム
やプリセプターシップが効果的に運用されるために
は，その制度の目的や方針をスタッフが知っておく
必要がある．近年，看護現場は社会の変化，医療体
制等の急激な変化の対応に迫られており，看護職員
定着に向けた様々な勤務形態の看護職の雇用，新人
の増員等の体制を多くの施設が取り入れている．新
人教育をとりまく環境は変化し，プリセプターを担
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う看護師の低年齢化13），支援の対象である新人の入
職時の実践能力の低下，若者気質による未熟さ等に
よるプリセプターの疲弊，プリセプター役割の曖昧
さがプリセプターの負担となっていること3,4）から，
施設により定義を明らかにすることがプリセプター
の負担感を軽減する．師長は，プリセプターを任命
すると同時に，期待される役割を明確に示し，プリ
セプターの今後の目標，成長，やりがいに繋げる必
要がある．そして，教育体制を整え，スタッフ全員
が新人を育てる風土を醸成することは，新人は勿論，
プリセプター支援の大きな柱である．
５. ５　専門職業人としての自律促進
　実践現場でモデルを示し，アドバイスをし，新人
に看護の意味の気付きを与え，新人が行った看護を
語らせることは，忙しい業務に追われるだけでなく，
新人に，概念化力をつけさせ，看護の意味を考え，
看護することのやりがいや喜びを持たせることであ
る．新人が現在の配属部署で学べる内容を理解し，

将来に続く専門職として現在の学習の必要性を伝え
ていた．それは将来を通じ看護を学び続ける基盤と
なると考える．
５. ６　システムへのフィードバック
　OJT における新人教育がさらに効果的に機能す
るためのシステムを構築し，または集合教育内容の
修正等を教育委員会へ提案し，より効果的な新人教
育が行えるために院内全体で協働することが必要で
ある．

６．結論
　OJT における新人教育の師長の役割は，①担当
部署の教育方針の決定と周知　②リアリティショッ
ク防止　③個人の能力に応じた段階的・継続的な教
育　④担当部署の教育体制の整備　⑤専門職業人と
しての自律促進　⑥システムへのフィードバックで
ある．これらの6つの師長の役割により新人の看護
実践能力獲得を支援していた．
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Abstract

　This literature review aimed to identify the roles of nurse managers in on-the-job training (OJT) programs for 
newly graduated nurses. We searched for articles published between January 2012 and September 2014 using the 
following keywords: “novice/newly-graduated nurse,” “education,” and “head nurse/manager.” Of the articles that 
might have described the roles of nurse managers in OJT programs for newly graduated nurses, 38 articles were 
included in the literature review. Six categories of expected and actual roles of nurse managers in OJT for newly 
graduated nurses were identified: “determination and dissemination of educational policy in their ward”; “prevention 
of reality shock in newly graduated nurses”; “graded and continuous education based on the skills of newly 
graduated nurses”; “maintenance of an educational system in their own ward”; “encouragement of newly graduated 
nurses as independent nursing professionals”; and “feedback to the educational committee system.” It is necessary 
for nurse managers to adopt various strategies to help novice nurses adapt smoothly to the workplace and gain 
practical nursing skills.
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